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西田 眞

　産婦人科は対象が女性のみですが、「産科」と「婦
人科」では全く内容が異なり、幅広い疾患を扱って
います。
　当科の診療内容についてご紹介させていただき
ます。
【産科診療概要】
　かつては九州でも1,2を争う数の分娩を取り扱っ
ていましたが、少子化等の影響もあり徐々に分娩数
は減少してきました。しかしながら、2003年から
は再び増加に転じ、現在は年間700例以上の分娩
があります。周産期母子医療センターではありませ
んが、近隣の医療機関からの母体搬送や、妊娠高血
圧症候群、早産（妊娠34週以降のみ）、前置胎盤、
糖尿病、腎疾患等の合併症がある妊娠など、ハイリ
スク症例の占める割合が高く、小児科をはじめとし
た他科との連携を密にしながら母児の安全を第一に
考えて診療にあたっています。
　また、ハイリスク症例だけでなく、正常妊娠に対
してはマタニティヨガ・助産師外来等を取り入れ、
助産師、看護師を含めたスタッフが一丸となって、

より良い周産期医療が提供できるように努力してい
ます。
【婦人科診療概要】
　子宮筋腫、卵巣嚢腫などの良性腫瘍、子宮頸癌、
子宮体癌、卵巣癌などの悪性腫瘍、子宮内膜症、月
経不順など婦人科全般にわたり診療を行っていま
す。2016年の手術総数は977例で、うち202例
が腹腔鏡手術でした。腹腔鏡手術は低侵襲で、開腹
手術に比較して入院期間も短くなります。現時点で
は腹腔鏡手術の対象は子宮筋腫、卵巣嚢腫、子宮外
妊娠などの良性疾患のみですが、早期子宮体癌に対
する腹腔鏡手術が保険適応になりましたので、近い
将来、当科でも子宮体癌に対して腹腔鏡手術を導入
する予定です。
　なお、子宮癌検診は行っていませんので、検診を
ご希望の方は当院の人間ドック健診センターあるい
は近隣の開業医療機関へご紹介いただきますように
お願いいたします。

▲産婦人科医師一同
 （前列左から）吉田医師・泉医師・遠城部長・平川医師 （中列）嶋田医師
 （後列左から）愛甲医師・一戸副部長・西田部長・和田医師

基本方針
1.質の高い安全な医療   2.救急医療   3.国内外の医療救援活動
4.地域連携   5.教育・研修・研鑽   6.患者・職員満足度の向上 病院の理念

地域とともに世界を視野に
信頼される最善の医療を
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　本年４月より、当院の形成外科診療は
より専門性の高い診療環境となりまし
た。本院の役割である地域医療への関わ
りとして、外傷（切断四肢・顔面骨骨折
等々）・褥瘡・難治性潰瘍・虚血肢など
の治療と私の専門性が活かせる医療の両
立を目標とし、地域医療に貢献したいと
考えております。いくつかの症例を紹介
します。

【先天異常】
　唇裂・合指症・裂手症など、様々な疾
患を取り扱っています。

【神経再建等】
　血行付き神経移植や人工神経を用いて再建します。

【組織欠損等の再建】
　当院では、supermicrosurgeryと呼ばれる直径0.5mm以下の脈管を
扱うマイクロサージャリーの技術を用いた再建を行っています。

【リンパ浮腫】
　リンパ管外科の分野では質的にも量的にもトップクラスの治療を行っています。がん切除後の続発性
リンパ浮腫より治療が困難な原発性リンパ浮腫も積極的に治療しており、リンパ浮腫治療への新たな道
筋を提供したいと思っております。

　リンパ浮腫に対しては0.2～0.5mm程度の脈管吻合を行うsupermicrosurgeryの技術、リンパ管細
静脈吻合術（LVA）やリンパ組織遊離移植などの技術を用いて治療します。

　また、当科では最新のMM51型顕微鏡（改）にて高
倍率（70倍超）の鏡視下でも微弱なリンパ管ICG蛍光
を観察して、高精度な手術を行います。
　形成外科の特色として、当院他科への紹介後の間接
的な診療を通じても地域医療へ貢献します。

形成外科 形成外科部長
濵田 裕一

2



訪問看護ステーション管理者 兼 看護副部長　井手 麻利子

　福岡赤十字訪問看護ステーションは、1997年
４月からスタートし、2014年には機能強化型訪
問看護ステーションの認可を受けました。スタッ
フは管理者の私を含んで看護師10名とクラーク
１名で運営しています。後方病院は、福岡赤十字
病院です。紹介患者さんの約60％が福岡赤十字
病院からです。その他に、地域の病院やクリニッ
クまたケアマネージャーからの依頼があります。
　特徴は、利用患者の約60％ががん患者さんで
あることです。最近はがん患者さんも終末期の方
だけでなく、外来化学療法中の方が増えています。
在宅看取り件数は年間約40件前後（１～２名が
非がん患者さん）です。
　2025年問題を考える時、高齢者の方が安心し
て過ごす為に、訪問看護師としてどのような介入
が必要かを考え対応していく事が重要になりま
す。しかし、まだまだ、訪問看護が地域で周知さ
れていると言えないのが実情です。
　訪問看護を導入する事で慢性疾患の病状悪化を
防ぐ事は可能だと考えます。地域の多職種の方々
と連携して支援していくことで、利用者は住み慣
れた場所で、自分らしく生活できるようになると

思います。そのお手伝いをするのが訪問看護師の
役割だと考えています。また、敷地内には居宅支
援事業所（福岡赤十字ケアプランセンター）も併
設していますので、病状が重く早急な対応が必要
な方のプランは積極的にお引き受けできます。急
な退院や医療処置（人工肛門、褥瘡ケア、点滴の
管理、酸素吸入、インシュリン開始等）のある方、
急変の可能性がある方の相談をお待ちしていま
す。スタッフ全員が赤十字の看護師ですので安心
してお任せ下さい。
　皆様からの依頼をお待ちしています。

▲訪問看護ステーションスタッフ一同
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　コンチネンス（continence）とは排尿や排便が正常
の状態を表す言葉で、当院のコンチネンス外来は排尿
に関する様々な問題を抱えた患者さんを対象に専門的
なケアを行っています。排尿に関する問題は家族や友
人に相談しにくく一人で悩んだり、中には外出の機会
が減ったり、極端な水分制限を行っていたりと、QOL
が低下する人もいます。そのため外来ではカウンセリ
ングを行い、個別性を考えたアセスメントによる専門
的なケアを行っています。
　尿失禁治療には行動療法（骨盤底筋体操・膀胱訓練・
理学療法・生活指導）、薬物療法、手術療法がありますが、
その中でも最も手軽で低コスト、副作用もない方法が
行動療法であり、その代表が骨盤底筋体操です。骨盤
底筋体操は女性の腹圧性尿失禁や前立腺全摘術後の尿失禁などに推奨され、1 ～ 3 ヶ月継続して
行うことで効果が表れます。骨盤底筋体操のみで改善しない場合は、泌尿器科医師と連携し薬物
療法の指導や、膀胱排尿筋・骨盤底筋を刺激し、頻尿・尿失禁の治療を行う干渉低周波治療を行
います。
　また尿失禁だけでなく、尿閉や神経因性膀胱などに対しての自己導尿指導や、尿留置カテーテ
ルの管理に関しての相談にも対応し、仕事や日常生活が支障なく過ごせるように自立への支援を
行っています。

　受診方法は、まず泌尿器科外来を受診していただき、医師からの紹介となります。お気軽にご
相談ください。

コンチネンス外来看護師　北村 愛子

外　来　日　毎週水曜日　 8：40～ 15：30（完全予約制）

受診方法　最初に泌尿器科外来を受診いただき、
　　　　　その後、医師からコンチネンス外来へ紹介となります。

相談内容　尿失禁の相談や予防の指導
　　　　　排尿に関する専門検査
　　　　　排尿・頻尿に関する相談・・・など

コンチネンス（尿失禁）外来
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登録医紹介
地域とともに！

当院の基本理念である「地域とともに世界を視野に信頼される最善の
医療を」行うための心強いパートナーとなる登録医の先生方をご紹介し
ます。今回は『小野病院』と『府川医院』です。

◎ 院　　長：小野 信彦
◎ 住　　所：〠812-0017
　　　　　　 福岡県福岡市博多区
　　　　　　 美野島3丁目5-21
◎ Ｔ　Ｅ　Ｌ：092-431-1788
◎ Ｆ　Ａ　Ｘ：092-474-7497
◎ 診療科目：整形外科
　　　　　　 リハビリテーション科
　　　　　　 リウマチ科・麻酔科
　　　　　　 ペインクリニック科
　　　　　　 内科・消化器内科
◎ 診療時間：月曜日～金曜日　9：00～18：00（昼休み 12：30～13：30）
　　　　　　 土曜日　9：00～13：00
◎ 休　診　日：日曜日・祝日

医療法人 小野病院 得意分野：整形外科・内科・ペインクリニック科

アピールポイントについて
　当院は院長が整形外科、副院長が内科・麻酔科・ペ

インクリニック科を主に診察しております。ペインクリニッ
ク科では、神経ブロックを中心に薬物治療や理学療法などを用いて
痛みの治療を行います。疼痛には癌性疼痛・帯状疱疹痛・腰痛など
の整形分野における痛みなど様々な種類があります。神経ブロック
を用いた治療、難治性の慢性疼痛や癌性疼痛に対してはオピオイド
鎮痛薬を用いての疼痛コントロールなど、疾患に合わせて痛みをど
う治療するかということに関して、特に力を入れています。

当院との地域連携についてどのようにお考えですか？
　患者さんの信頼度も高く安心して福岡赤十字病院を受診される
ため、紹介しやすいです。軽い認知症がある患者さんも相談すれば
受け入れて頂けますし、全身状態があまり良くない患者さん・他院
では断られるような患者さんでも、満床でない限りは受け入れて頂
けるので非常にありがたく、感謝しています。　

地域の皆様にメッセージをお願いします
　以前は救急病院でしたが、現在は療養型病院になっています。た
だ地域密着型で診察していますので、急性期の疾患でもご相談にの
ります。お電話でも結構ですので、何かありましたらいつでもご連
絡ください。

先生に
インタビュ

ー

▲ 小野信彦院長（右）と看護師長

基本情報

医療法人 府川医院 得意分野：内科・消化器内科・外科・肛門科

アピールポイントについて
　当院は外科・消化器内科を主に診察していますが、

基本的にはどんな疾患でも診察するように心がけています。
また日曜日も診察をし、可能な限りは患者さんに対応しています。
看護師さんがとにかく優しい！ということもアピールポイントの
一つです。患者さんの話をしっかり聞き、当院かかりつけの患者さ
んのことは病気については勿論、患者さん自身や家族背景など、
バックグラウンドまで全て理解した上で治療に携わっています。

当院との地域連携についてどのようにお考えですか？
　福岡赤十字病院の先生は早くて丁寧な対応で、患者さんにも評判
の良い先生が多いので非常に助かっています。特に外科的疾患の患
者さんはほぼ福岡赤十字病院に紹介しています。基本的にはどんな
疾患でも可能な限りは対応するようにしているため専門外の疾患
も診察することがあるのですが、専門的な治療に特化している福岡
赤十字病院に相談できる体制も整っていると感じます。様々な患者
さんを福岡赤十字病院と関わり合いながら診察しているので、患者
さんも安心して当院を受診されますし、非常に有難いです。　

地域の皆様にメッセージをお願いします
　今年で開業 20 年を迎え、沢山の患者さん達と関わりながら自身
も日々成長させて頂いています。初診時にとても辛そうな患者さん
達が「よくなりました。」と笑顔で帰って行く姿を見たくて、これか
らも診療を続けていきますので、どうぞ宜しくお願いします。

先生に
インタビュ

ー

基本情報
◎ 院　　長：府川 光之
◎ 住　　所：〠811-1302　福岡県福岡市南区井尻３丁目14-25
◎ Ｔ　Ｅ　Ｌ：092-584-3210
◎ Ｆ　Ａ　Ｘ：092-584-3217
◎ 診療科目：内科・消化器内科・外科・肛門科
◎ 診療時間：月曜日～土曜日　8：30～19：00（昼休み 12：30～14：00）
　　　　　　 日曜日　8：30～12：00
　　　　　　（受付 11：30まで）
◎ 休　診　日：祝祭日

▲ 府川光之院長（後列左から 2番目）と牟田恭子先生（後列左端）
　 とスタッフの皆さん
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福 岡 赤 十 字 病 院 外 来 診 察 担 当 医 一 覧 表

※急患の方はこの限りではございません。
●診療開始時間……午前８時40分
●平日時間外及び休日急患診療（当直体制）
　◎内科系※　◎外科系※　◎循環器科　◎産婦人科
　※当直体制のため必ずしも専門医の診療は受けられないことがありますのでご了承願います

　◎小児科　平   日（祝日を除く）　17時～ 19時 30分
　　　　　　土曜日（祝日を除く）　13時～ 19時
［備考］急患以外の一般の患者さんにつきましては、土、日、祝日、年末年始（12月 29日～１月３日）は休診日です

再来は原則予約制です。出張等で休診する場合がありますので、事前に各診療科にお尋ねください。
☎092 - 521 - 1211（代表）

○：新患若しくは再来　▲：午後再来（予約のみ）　●：（予約のみ）　※再来は原則予約制です。　　　　　平成 29年 10月 1日現在

病院管理者【院長】寺坂 禮治【副院長】河野 博之、中房 祐司、目野 宏、青柳 邦彦【副院長兼事務部長】古澤 智久【看護部長】松永 由紀子
平成29年10月発行（第40号）福岡赤十字病院企画推進課　〒815-8555　福岡市南区大楠３丁目１番１号　TEL 092-521-1211　URL http://www.fukuoka-med.jrc.or.jp

科別 氏　名 月 火 水 木 金 専門分野 備考

総合診療科

居原　　毅 ○ ○
内科一般・生活習慣病
睡眠時無呼吸症候群

林　　武生 ○ ○
平峯　　智 ○ ○
非 常 勤 ▲

消化器内科

青柳　邦彦 ▲ ○

消化管
（食道・胃・小腸・大腸）

副院長
平川　克哉 ○ ▲ 部　長
工藤　哲司 ▲ ○ 副部長
近藤　雅浩 ▲ ○
末永　文彦 ○ ▲
野村　亜貴子 ▲ ○
野坂　佳愛 ○ ▲

腎臓内科

満生　浩司 ▲ ○ ○

腎臓

部　長
黒木　裕介 ▲ ○ 副部長
中井　健太郎 ▲ ○
中川　兼康 ○ ▲
伊豆丸　堅祐 ○ ▲
大澤　めぐみ

糖尿病・
代謝内科

佐々木　伸浩 ○ ○ ○

糖尿病

部　長
川本　　徹 ○ ● ●
井本　真由美 ● ● ○
中尾　晶子 ▲ ● ●
坂本　和可子 ●

内分泌内科 中川　瑞穂 ○ ○ ○ 内分泌 ･糖尿病 部　長

循環器内科

目野　　宏 ○ ● ●

循環器

副院長
古財　敏之 ○ ● 部　長
松川　龍一 ○
栗林　祥子 ○ ○
増田　征剛 ○
甲木　雅人 ○
徳留　正毅 ○
松本　　翔
石丸　晃成
西村　遼平

呼吸器内科

河口　知允 ○ ○ ○

呼吸器一般

部　長
工藤　国弘 ○ ▲
山下　　翔
長谷川　真紀

肝臓内科

早田　哲郎 ○ ○ ○

肝疾患一般

部　長
西澤　新也 ● ○ 副部長
土屋　直壮 ○
柴田　久美子

血液・
腫瘍内科

谷本　一樹 ○ ○ ○
血液疾患一般
固形腫瘍の化学療法
※水曜日は隔週交替制

部　長
河野　一郎 ○ 交

替
制

副部長
坂本　佳治
山中　育未

脳神経内科

北山　次郎 ○ ○ 脳卒中・神経疾患 部　長
三本木　良紀 ○ ○ 脳卒中
岡田　卓也 ○ 脳卒中
北村　泰佑 脳卒中

膠原病内科 井上　　靖 ▲ ● ○ ○
膠原病

部　長
甲斐　達也 ▲

感染症内科
石丸　敏之 ○ ▲

感染症一般
※水曜日は隔週

部　長
鎗水　　彰 ●
有田　康佑

外　科

寺坂　禮治

交
替
制

一般外科
消化器外科、肝胆膵外科
乳腺・内分泌外科
呼吸器外科
腹腔鏡下・胸腔鏡下手術
腎移植、腎不全外科
ERCP、PTCD、EST

院　長
中房　祐司 ○ ○ ○ 副院長
永井　英司 ○ ○ ○ 部　長
本山　健太郎 ○ ▲ ○ 部　長
小島　雅之 ○ ○ 部　長
山元　啓文 ○ ○ 副部長
井上　重隆 ○ ○ 副部長
小倉　康裕 ○ ○ ○ 副部長
堤　　宏介 ○ ○
錦　　建宏 ○ ○ ○
永松　伊織 ○ ○ ○
林　　早織 ▲ ○ ▲ ○
古賀　智子 ○ 交

替
制

○
中房　智樹 ○ ○
本庄　由佳 ○ ○
乳 腺 担 当 ○ ○ ○ ○ ○

心臓
血管外科

河野　博之 ▲
心臓外科
大動脈瘤、血管外科

副院長
宮本　和幸 ○ ○ 部　長
今坂　堅一 ▲ 副部長
松田　健作

科別 氏　名 月 火 水 木 金 専門分野 備考

脳神経外科

継　　　仁 ○
手
術
日

○

脳神経外科疾患

部　長
吉岡　　努 ○ 部　長
平田　陽子 ○
松田　浩大

皮膚科 竹下　弘道 ○ ○ ○ ○ ○ 一般、尋常性乾癬
アトピー性皮膚炎

部　長
木村　七絵 ○ ○ ○ ○ ○

眼　科 大石　誠一郎 ○ 交
替
制

○ ○ ○ 糖尿病性網膜症
白内障、緑内障

部　長
瀧　瑠美子 ○ ○ ○ ○

整形外科

泊　　真二 ○

定
期
手
術
日

交
替
制

○ 脊椎 ･脊髄外科 部　長
伊藤　康正 ○ ○ 関節外科・リウマチ 部　長
由布　竜矢 ○ ○ 膝関節・脊椎外科・一般 副部長
安原　隆寛 ○ ○ 手の外科・外傷・一般
岡　和一朗 ○ ○ 外傷・一般
島田　英二郎 ○ ○ 外傷・一般
國分　康彦 ○ ○ ○ 外傷・一般

産婦人科

西田　　眞 婦 婦 産

周産期
悪性腫瘍、良性腫瘍
腹腔鏡手術

部　長
遠城　幸子 産婦 産 婦 部　長
一戸　晶元 産 婦 婦 副部長
和田　智子 婦 婦 産
吉田　紘子 産 婦 産婦
平川　真梨子 婦 産 婦
愛甲　　碧 産婦 産婦 産婦
嶋田　幸世 産婦 産婦 産婦
泉　りりこ

小児科

原田　達生 ○ ○ 循環器 部　長
波多江　健 ○ ○ ○ 腎疾患 部　長
久保　鋭治 ○ 新生児 副部長
檜山　麻衣子 ○ ○ 一般・腎疾患
高田　　結 ○ ○ 一般・神経
中島　康貴 ○ ○ 一般・循環器
西村　真直 ○ ○ 一般・腎疾患
非常勤（神経再来） ● 神経
非常勤（循環器再来） ※ 循環器（第１金曜日午後のみ）

耳鼻咽喉科 非 常 勤 ● ● 耳鼻科一般
※完全予約制（院内紹介のみ）

形成外科 濵田　裕一 ○ ○ 再建外科・外傷・先天性疾患 部　長

泌尿器科

柚木　貴和 交
替
制

○
交
替
制

○ 交
替
制

尿路結石、排尿機能障害
尿路性器腫瘍
尿路感染症、腹腔鏡手術

部　長
秋武　正和 ● ●
河野　将和 ● ● ●
平井　良樹 ● 交替制
岡 部　彩美
岡田　達憲
非 常 勤 ▲

精神科 芝田　寿美男 ● ● ● ● ● 一般・行動療法・強迫性障害
※完全予約制、新患は月・水・金

部　長
非 常 勤 ● ●

歯科・
歯科口腔外科

左坐　春喜 ○ ○ ○ ○ ○ 一般歯科、口腔外科
（再来は完全予約制）

部　長
樺山　哲郎 ○ ○ ○ ○ ○ 副部長

放射線科

松尾　芳雄
検査依頼（ＣＴ・ＭＲＩ・ＲＩ等）のみ・
電話予約制

部　長
髙津　憲之
西岡　亜祐子
日野　将吾

麻酔科

生野　愼二郎

術中管理

部　長
江口　　明 部　長
迎　　雅彦 部　長
堀江　利彰 部　長
津田　幸穀
秋吉　瑠美子
西川　　文
千々岩絵里子
安井　麻都香
坂本　由美

病理診断科 藤田　　綾 人体病理一般
検査部 西山　憲一 検体検査管理 部　長

救急科

友尻　茂樹

救急（各種中毒疾患含む）

部　長
荒武　憲司 副部長
皆川　雄郷
村瀬　美奈子

健診部 田中　道子 人間ドック・健康診断・循環器 部　長

●受付時間　月曜日～金曜日（初診・再診）8：10～ 11：00
※下欄に記載のない診療科・曜日については上記通りの受付となります

●総合診療科 （初診） 木曜日のみ内科担当医による交替制です
●呼吸器内科 （初診・再診） 月・水・木・金のみ
●心臓血管外科 火・木のみ
●脳神経外科 （初診・再診） 水曜日は手術日とさせていただきます
●皮膚科 （初診） 月 8：10～ 10：00（火～金は通常通り）

（再診） 完全予約制
●眼科 （初診） 火・木 8：10～ 10：00（月・水・金は通常通り）

（再診） 完全予約制　　※第１・３・５火曜日は新患のみ
●整形外科 木 8：10～ 10：00（月・水・金は通常通り）

火曜日は手術日とさせていただきます
●産婦人科 （初診・再診） 火・木 8：10～ 10：00（月・水・金は通常通り）
●耳鼻咽喉科 完全予約制
●精神科 （初診） 月・水・金のみ（完全予約制）

（再診） 完全予約制
●歯科 （再診） 完全予約制

患者さんの紹介につきましては地域医療連携室で承ります。
（時間外・土日祝日につきましては夜間受付に切り替えて 24時間体制でお受けします）
専用TEL 0120-521-993　専用 FAX 0120-521-992
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